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特集 2特集 2
  児童数増加中！  永末小

学校
児童数増加中！  永末小
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庄
原
市
長
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一

部
免
責
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
61
号 主
な
議
案

●
会
期
／
６
月
10
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
19
日
間

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
９
件
、
報
告
６
件
、
発
議
５
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
６
年
６
月 

定
例
会

庄
原
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
及
び
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

議
案
第
62
号

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

（
令
和
６
年
内
閣
府
令
第
18
号
）
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

庄
原
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人

を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
が
一
体

化
す
る
こ
と
に
伴
い
、
独
自
利
用
事

務
の
特
定
個
人
情
報
を
追
加
す
る
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
63
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

の
同
意
に
つ
い
て

三
日
市
町　
　

牧ま
き
は
ら原　

明あ
き

人と　

氏

�

▽
同
意

議
案
第
60
号 人
　 

事

発
　 

議

庄
原
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書

　

議
員
定
数
を
削
減
す
る
た
め
に
、

所
要
の
改
正
を
行
お
う
と
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

　

政
府
予
算
と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見

積
も
り
、
地
方
財
政
の
確
立
を
め
ざ
す

よ
う
求
め
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

発
議
第
５
号

発
議
第
６
号

少
人
数
学
級
・
教
職
員
定
数
の
改
善

及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

　

子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
や

学
校
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た

め
に
、
加
配
教
員
の
増
員
や
少
数
職

種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善

を
図
る
こ
と
な
ど
を
求
め
、
意
見
書

を
提
出
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

発
議
第
７
号

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
引
き
下
げ
を

撤
回
し
、
介
護
従
事
者
も
利
用
者
も

自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
意
見
書

　

小
規
模
事
業
者
が
多
く
を
占
め
る

訪
問
介
護
事
業
所
は
、
介
護
報
酬
の

引
き
下
げ
に
よ
り
経
営
が
成
り
立
た

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
今
回
の
改

定
案
を
直
ち
に
撤
回
し
、
訪
問
介
護

に
か
か
る
介
護
報
酬
を
引
き
下
げ
な

い
改
定
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
る
た

め
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

発
議
第
８
号
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令和６年度 一般会計・
特別会計補正予算

事業名【補正額】 補正内容

感染症予防事業
【1億1,115万3千円追加】

新型コロナウイルスワクチン予防接種について、新型コロナウイルス
感染症が予防接種法上で季節性インフルエンザと同じＢ類疾病に位
置づけられ、定期接種の対象とされたことに伴い定期の予防接種の実
施主体が市となることから、法で示されている令和６年秋冬に向けた
予防接種にかかる費用を増額するもの

会計名 補正額 補正後の総額
議案第64号 庄原市一般会計補正予算（第１号） １億8,363万円（追加） 310億3,589万円

令和6年度一般会計補正予算

●一般会計補正予算の主な内容

6月
定例会

原案
可決

定例会議決結果令和６年６月

■賛成全員のもの

議決日 種類 番号 事　　　　件　　　　名 議決結果

6月10日
議案

57 専決処分の承認を求めることについて
（庄原市税条例の一部を改正する条例） 承認

58
専決処分の承認を求めることについて
（庄原市過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の適用に伴う
固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例）

承認

59 専決処分の承認を求めることについて
（庄原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 承認

62 庄原市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例 原案可決

63 庄原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決

発議 4 特別委員会の設置について
（地域生活交通に係る調査特別委員会） 原案可決

6月28日

議案

64 令和６年度庄原市一般会計補正予算（第１号） 原案可決

65 令和６年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

61 庄原市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

発議
6 地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決

7 少人数学級・教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充を求め
る意見書 原案可決

会計名 補正額 補正後の総額

議案第65号 庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 364万２千円（追加） 37億6,639万２千円

令和６年度特別会計補正予算
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■賛否の分かれたもの

議
決
日

種　

類
番 

号 事　　件　　名
議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

前
田　

智
永

松
本
み
の
り

吉
川　

遂
也

藤
原　

洋
二

政
野　
　

太

坪
田　

朋
人

近
藤　

久
子

藤
木
百
合
子

谷
口　

隆
明

五
島　
　

誠

國
利　

知
史

徳
永　

泰
臣

林　
　

高
正

坂
本　

義
明

堀
井　

秀
昭

福
山　

権
二

宇
江
田
豊
彦

桂
藤　

和
夫

横
路　

政
之

赤
木　

忠
德

６
月
28
日

議
案60

庄原市教育委員会教育長の
任命の同意について 同意 17 2 ○○○○○○○○○○○○議長○○××○○○

発
議

5 庄原市議会議員定数条例の
一部を改正する条例

原案
可決 10 9 ×○×○○○○×××○○

議
長○○××○××

8

訪問介護の基本報酬引き下
げを撤回し、介護従事者も
利用者も自分らしく生きら
れる介護保険サービスを求
める意見書

原案
可決 18 1 ○○○○○○○○○○○○

議
長○○○○○×○

〔表示例〕 　○…賛成　×…反対　欠…欠席　議長…議長職（通常は採決に加わらない）   棄…棄権　除…除斥

発議第５号 庄原市議会議員定数条例の一部を改正する条例の審議に
おいて討論がありました。

定数を削減することは、地域、職業、年代など多様な背景を持つ議員が選出される可能性を

低くし、有権者にとって議員が遠い存在になることを促進する。また、議会の監視機能が低

下することになる。具体的には、第１に、人口及び人口密度、面積で多方面から検討されて

いるが、広大な地域の隅々まで人々が暮らす庄原市、中国山地の特徴から20人の議員は必

要である。定数を削減すれば、比和町や総領町のように議員がいない地域が増える可能性が

ある。議員は市全体のことを考えて活動しなければならないが、各地域の個別課題にも対応

することが求められている。第２に、財政問題について、特別委員会では、庄原市は予算規

模が10年間変わらず、類似団体よりも財政規模が大きく財政面での定数の増減は判断でき

ないとしている。庄原市は近隣市と比較して歳出に占める議会費の割合が低く、一般的に言

われている財政効率のための定数削減は成り立たない。むしろ、他団体よりも予算も事業も

多い庄原市においては、予算執行や決算をしっかりとチェックすることが何より必要である。

第３に、確かに、市民から寄せられる意見は議会にとって厳しい意見が多く、参考人の意見

も議員定数削減が圧倒的に多かった。しかし、これは議員定数の問題ではない。私たち議員

が日頃の議員活動をしっかりと反省し、議会改革を日常的に進め、二元代表制の一方の議会

の構成員として市民の負託に応えていく必要がある。

９番　谷口　隆明 議員反対討論
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地域生活交通に係る調査特別委員会の設置地域生活交通に係る調査特別委員会の設置
設置期間 2024年６月10日～議会で終了報告を行うまで設置期間 2024年６月10日～議会で終了報告を行うまで

● 目　　的
　これまで、本市の地域交通のあり方を教育民生常任委員会で常に調査・研究・議論
してきました。近年、人口減少や少子高齢化など、社会情勢は大きく変化しており、
本年１月、国においても芸備線再構築協議会が設置され、市民の地域生活交通への不
安は大きい状況です。
　2025年度に庄原市地域公共交通計画の見直しが予定されており、議会としても地
域生活交通に関する検証や調査が必要であるため設置するものです。

● 構 成 員
委　員　長　 宇江田豊彦
副 委 員 長　 前田智永
委　　　員　 谷口隆明　徳永泰臣　五島　誠　國利知史
委員外議員　 坂本義明

● 調査方法
　３つのテーマに沿って担当グループごとに調査・研究し、委員会で情報共有及び意
見交換を行う。必要であれば担当グループを越えて協力体制を構築。

● グループ編成
①通学に特化したＪＲ芸備線についての調査……担当　宇江田・徳永・國利
　・実際に通学利用している方、利用したいができない方等の意見を調査・研究
　・高校生の意識調査、意見交換　

②タクシー利活用・需要調査……担当　谷口・坂本・（林議長）
　・夜間運行が廃止されたことへの影響、対策
　・福祉車両について

③地域に本当に求められるデマンド交通についての調査……担当　前田・五島
　・過疎地域の移動手段の模索
　・交通事業者、地域協議体への聞き取り調査

※調査・研究内容については、記載の内容に限らず、必要に応じて対応します。
【記事作成　前田　智永 議員】

皆さんの
ご意見や想いを
お寄せください！！！
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
条
件
整
備
に
つ
い
て

（
中
間
報
告
）

永
末
小
学
校
児
童
数
増
加
に
お
け
る

諸
課
題

・
統
合
対
象
校
で
あ
る
が
、
教
育
委
員
会

の
推
計
を
超
え
る
児
童
の
増
加
。
現
在

の
子
ど
も
達
の
た
め
の
教
育
環
境
を
早

急
に
。

・
教
室
が
狭
く
、
特
別
教
室
が
少
な
い
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
狭
隘
な
た
め
、

入
所
児
童
が
い
な
い
永
末
保
育
所
へ
緊

急
避
難
し
て
い
る
状
態
。
ト
イ
レ
な
ど

施
設
面
の
課
題
。

現
地
調
査
①

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
永
末
保
育
所
）】

・
ト
イ
レ
が
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど

も
た
ち
に
適
合
し
て
い
な
い
。

・
へ
き
地
保
育
所
の
位
置
づ
け
の
た
め
、

こ
の
ま
ま
で
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

し
て
の
改
装
が
困
難
。

現
地
調
査
②

【
永
末
小
学
校
】

・
教
室
、
廊
下
、
階
段
な
ど
面
積
的
に
狭

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
天
井
の
低
さ
や

あ
そ
び
の
部
分
が
無
い
な
ど
か
な
り
狭

く
感
じ
る
造
り
。

・
教
室
数
に
つ
い
て
は
特
別
教
室
や
支
援

学
級
の
教
室
増
築
へ
の
対
応
、
更
衣
室

や
倉
庫
と
し
て
活
用
で
き
る
部
分
な
ど

が
足
り
な
い
と
感
じ
る
。

・
校
長
先
生
中
心
に
創
意
工
夫
に
よ
っ
て

カ
バ
ー
し
て
い
る
。

・
体
育
館
は
雨
天
時
に
声
が
通
ら
な
い
ほ

ど
屋
根
の
雨
音
が
す
る
た
め
、
マ
イ
ク

や
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
行
事
を

行
っ
て
い
る
。

地
域
か
ら
の
声
の
聴
取

（
市
民
と
語
る
会
、
市
議
会
へ
の
陳
情
、

 

参
考
人
招
致
）

・
図
工
室
等
の
特
別
教
室
、
予
備
的
な
教

室
が
な
い
た
め
、
プ
レ
ハ
ブ
を
増
設
し

て
ほ
し
い
。

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
充
実
、
整
備
し

て
ほ
し
い
。

・
永
末
保
育
所
は
へ
き
地
保
育
所
の
た
め

ニ
ー
ズ
が
合
わ
な
い
。
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
へ
の
正
式
な
位
置
づ
け
の
た
め
の

保
育
所
廃
止
に
つ
い
て
は
や
む
を
得
な

い
と
感
じ
る
が
、
保
育
環
境
の
整
備
、

充
実
を
求
め
る
。

担
当
課
の
対
応

・
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
工
事
完
了

・
体
育
館
の
床
を
修
繕
予
定

・
地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
プ
レ
ハ
ブ

教
室
の
増
設
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
、
保
育
所
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
中
。

・
永
末
保
育
所
の
廃
止
に
つ
い
て
、
遅
く

と
も
年
度
内
、
早
い
段
階
で
答
え
を
出

し
た
い
。

・
永
末
小
学
校
を
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
計
画
か
ら
除
く
と
い
う
判
断

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

委
員
会
か
ら
の
提
言
、
ま
と
め

　

近
年
入
所
希
望
の
な
い
永
末
保
育
所
を

廃
止
し
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
小
学

校
の
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

児
童
、
保
護
者
、
地
域
と
の
対
話
を
進
め
、

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
中
間
報
告
書
は

こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。�

➡

【
記
事
作
成　

五
島　

誠 

議
員
】

特集2 児童数増加中！ 永末小学校 



しょうばら市議会だより 2024 . 87

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

６月定例会では、10名が個人質問を行いました。６月定例会では、10名が個人質問を行いました。

一般質問

「
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
」に

基
づ
く
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
警
視
庁
が
初
め
て
推
計
し
た
結
果

は
、
年
間
約
６
万
８
千
人
の
高
齢

者
が
独
居
状
態
で
、
誰
に
も
看
取
ら
れ
る

こ
と
な
く
死
亡
し
、
か
つ
、
一
定
期
間
が

経
過
し
た
後
に
発
見
さ
れ
る
よ
う
な
態

様
で
あ
る
。

　
孤
独
・
孤
立
対
策
推
進
法
の
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
る
「
孤
独
・
孤
立
対
策
地

域
協
議
会
」
の
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

答
「
孤
独
、
孤
立
」
対
策
も
含
め
、
制

度
の
狭
間
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
へ
の
対
応
な
ど
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
支
援
」
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、「
相
談

支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
」
等

を
一
体
的
に
行
う
多
機
関
協
働
に
よ
る
協

議
体
の
設
置
も
含
め
、
重
層
的
な
支
援
体

制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 近

こん

藤
どう

　久
ひさ

子
こ

 議員

答
今
後「
ｔ
ｅ
ｇ
ｏ
ｓ（
て
ご
す
）」と

連
携
し
て
、
各
地
域
で
の
被
害
防

止
対
策
講
習
会
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、

鳥
獣
被
害
の
さ
ら
な
る
防
除
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

捕
獲
対
策
は
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
員
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
狩
猟
免
許
取
得
や
更

新
の
際
に
か
か
る
費
用
の
補
助
な
ど
、
狩

猟
免
許
取
得
者
の
増
加
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
捕
獲
頭
数
が
増
加
し
て
い
る

シ
カ
の
処
理
も
可
能
な
、
新
た
な
処
理
施

設
の
整
備
に
着
手
し
、
捕
獲
者
の
埋
設
処

理
等
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
捕
獲

意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
庄
原
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
に
つ
い

　
て 問

イ
ノ
シ
シ
・
サ
ル
・
シ
カ
な
ど
の

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

拡
大
し
、
住
民
の
不
安
は
尽
き
な
い
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

問
本
市
は
、
昨
年
６
月
７
日
に
至
学

館
大
学
と
包
括
連
携
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
今
年
度
は
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域

振
興
に
向
け
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う

と
し
て
い
る
。

　
至
学
館
大
学
と
の
取
り
組
み
に
関
し
て
、

具
体
的
な
内
容
や
、
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
伺
う
。

答
今
年
度
は
、
大
学
関
係
者
に
よ
る

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
視
察
を

行
っ
た
ほ
か
、
８
月
に
行
う
ゼ
ミ
合
宿
は
、

至
学
館
大
学
の
学
生
が
住
民
や
子
ど
も
た

ち
と
交
流
し
、
地
域
課
題
と
向
き
合
う
探
求

型
の
実
習
内
容
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ま

た
、
市
内
中
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導

者
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
や
、
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
青
少
年
団
の
育

成
に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
桜
花
の
郷
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
に
つ
い

　
て 本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

答
再
構
築
協
議
会
で
の
議
論
が
、ロ
ー

カ
ル
鉄
道
の
一
部
区
間
の
将
来
に

関
わ
る
だ
け
で
な
く
、
輸
送
密
度
千
人
未

満
の
路
線
を
含
む
他
の
路
線
の
利
用
者
意

識
や
、
全
国
各
地
に
つ
な
が
る
鉄
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
形
成
、
ひ
い
て
は
路
線

自
体
の
地
域
振
興
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

先
月
開
催
さ
れ
た
中
国
市
長
会
総
会
で

も
、
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
確
保

に
向
け
、
再
構
築
協
議
会
へ
の
国
の
主
体

的
な
関
与
を
強
く
求
め
て
い
く
事
な
ど
が

決
議
さ
れ
た
。
引
き
続
き
、
本
市
の
主
張

が
整
理
さ
れ
る
よ
う
国
に
求
め
て
い
く
。

問
再
構
築
協
議
会
は
今
後
３
年
を
目

安
に
再
構
築
方
針
を
作
成
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方

向
性
を
は
じ
め
、
内
部
補
助
に
よ
る
維
持

や
鉄
道
の
果
た
す
役
割
な
ど
、
議
論
の
基

盤
と
な
る
考
え
方
を
共
有
し
た
上
で
、
個

別
の
区
間
の
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
国
に
対

し
て
働
き
か
け
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の

集
い
の
場
整
備
事
業
に
つ
い
て

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス
が

庄
原
市
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

問
「
子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の
集
い

の
場
整
備
事
業
」
は
２
年
間
で
約

４
億
５
千
万
円
を
か
け
て
整
備
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

　
市
長
の
強
い
思
い
で
実
施
す
る
こ
の

事
業
の
目
的
や
詳
し
い
内
容
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

問
県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
令
和
２
年
頃
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
り
、
市
・
地
域
・
大
学
の

連
携
が
思
う
よ
う
に
と
れ
ず
、
関
係
が

希
薄
化
し
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。　

　
学
生
と
地
域
を
結
ぶ
積
極
的
な
活
動

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

に
構
築
さ
れ
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、

市
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。

答
子
育
て
世
代
の
方
々
の
意
見
を
反

映
す
る
た
め
、「
お
は
な
し
会
」
や

「
育
児
相
談
・
健
診
」
の
場
に
職
員
が
出

向
き
、
利
用
者
の
目
線
に
立
っ
た
声
を
お

聴
き
し
て
、
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
た
計
画
の

整
理
を
進
め
て
い
る
。

　

本
年
度
の
事
業
の
進
捗
は
、
上
野
総
合

公
園
の
測
量
設
計
業
務
に
着
手
を
し
、
国

庫
補
助
金
の
申
請
手
続
き
も
進
め
て
い
る

が
、今
後
は
「
整
備
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
、

早
期
に
策
定
・
公
表
し
、
具
体
的
な
設
計

業
務
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
や
各
セ

ン
タ
ー
を
統
括
す
る
「
地
域
基
盤

研
究
機
構
」
な
ど
大
学
側
と
継
続
し
て
意

見
交
換
を
行
っ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動

や
講
義
の
受
講
の
場
面
で
、
地
域
と
関
わ

り
を
持
つ
機
会
の
創
出
や
、
市
街
地
に
お

け
る
学
生
活
動
の
拠
点
化
の
提
案
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
大
学
と

市
の
双
方
で
発
案
し
、
本
年
度
で
の
実
施

に
向
け
て
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

國
くにとし

利　知
ともふみ

史 議員

徳
とくなが

永　泰
ひろおみ

臣 議員

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
再
構
築
協
議
会
で
の

協
議
内
容
を
含
め
た
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

問
候
補
地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
上
野

総
合
公
園
周
辺
に
は
、宿
泊
施
設・

庄
原
の
食
が
集
ま
る
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
が
立
地
し
て
い
る
。

　
そ
の
各
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ
経
営
努
力
を

さ
れ
て
い
る
が
、
集
客
な
ど
に
苦
戦
し
て

い
る
状
況
が
見
ら
れ
る
。

　
各
施
設
が
連
携
し
て
宣
伝
を
行
い
、
集

客
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

答
「
桜
花
の
郷
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原
」

と
「
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ

く
ら
」
を
結
ぶ
道
路
は
、
多
く
の
施
設
利

用
者
の
皆
さ
ん
の
往
来
や
散
策
な
ど
で
通

行
さ
れ
て
い
る
。

　
「
ゆ
め
さ
く
ら
」
の
施
設
案
内
は
、
国
道

１
８
３
号
線
沿
い
並
び
に
庄
原
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
出
口
付
近
に
適
宜
設
置
を
し
て

い
る
。

　

上
野
総
合
公
園
も
含
め
、
一
帯
の
施
設

問
昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
、
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備
を
提

案
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
猛
暑
が
予
想
さ
れ

る
中
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
整
備

は
必
須
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
市
町
村
は
、
冷
房
設
備
の
あ
る
公

共
施
設
な
ど
を「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ

ル
タ
ー
」
と
し
て
指
定
で
き
る
こ
と
と
な

り
、「
熱
中
症
特
別
警
戒
情
報
」
が
発
表
さ

れ
た
際
は
、
一
般
開
放
す
る
旨
が
規
定
さ

れ
た
。

　

本
市
も
、
冷
房
設
備
が
整
っ
て
い
る
施

設
等
の
場
所
を
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
、
避

難
施
設
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
は
、
熱
中

症
リ
ス
ク
の
低
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

　
現
在
、「
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
」
の

指
定
は
、
公
共
施
設
を
中
心
に
進
め
て
お

り
、
指
定
が
整
い
次
第
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
行
政
回
覧
等
で
周
知
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
採
用
に
つ

　
い
て

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

答
命
の
尊
さ
や
お
互
い
を
尊
重
し
あ

う
態
度
の
育
成
等
は
、
道
徳
や
保

健
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
を
活
用

し
て
実
践
し
て
き
た
が
、
国
は
「
生い

の
ち命
の

安
全
教
育
」
の
取
り
組
み
を
よ
り
推
進
す

る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
教
材
と
指
導
の

手
引
き
を
作
成
し
た
。

　

本
市
の
各
小
中
学
校
で
は
、
こ
の
手
引

き
に
示
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
教
材
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
学
習
指
導
要
領
に
基

づ
き
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
学
級
活
動

や
理
科
、
保
健
な
ど
を
は
じ
め
、
学
校
の

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
計
画
的
に
学

習
を
し
て
い
る
。

問
子
ど
も
た
ち
が
性
暴
力
の
加
害
者
、

被
害
者
、
傍
観
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、
全
国
の
学
校
に
お
い
て
２
０
２
３
年

か
ら
「
生い

の
ち命
の
安
全
教
育
」
が
は
じ
ま
っ

て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

横
よこ

路
ろ

　政
まさゆき

之 議員

藤
ふじ

木
き

百
ゆ り こ

合子 議員

問
令
和
２
年
度
文
部
科
学
省
の
調
査

で
は
、
本
市
で
図
書
標
準
を
達
成

し
て
い
る
学
校
数
の
割
合
は
、
小
学
校
で

68
・
４
％
、
中
学
校
で
28
・
６
％
で
あ
っ

た
。

　
読
書
離
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、

学
校
図
書
の
充
実
は
重
要
と
考
え
る
。
財

政
措
置
も
考
慮
し
、
古
い
図
書
の
更
新
、

ま
た
全
て
の
学
校
が
図
書
標
準
を
達
成
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
廃
棄
ま
た
は
購
入
し
た
図
書
数
と

増
減
し
た
学
級
数
の
関
係
に
も
よ

る
が
、
学
級
数
が
増
え
る
ご
と
に
お
お
む

ね
４
０
０
～
６
４
０
冊
の
蔵
書
を
増
や
す

必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
年
度
ご
と

に
基
準
に
沿
っ
て
廃
棄
を
行
い
、
そ
の
う

え
で
計
画
的
な
図
書
購
入
も
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
図
書
標
準
未
達
成
の
学
校
に
図

書
購
入
費
を
増
額
す
る
な
ど
し
て
、
図
書

標
準
の
達
成
に
向
け
て
努
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
学
校
に
市
立
図
書
館

の
貸
し
出
し
利
用
や
電
子
図
書
の
活
用
も

学
校
図
書
の
充
実
に
つ
い
て

行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

「
子
ど
も
た
ち
と
多
世
代
の
集
い
の

場
」整
備
基
本
計
画（
案
）に
係
る

一
体
的
な
構
想
に
つ
い
て

に
利
用
者
を
呼
び
込
み
、
施
設
の
回
遊
を

促
す
た
め
、
各
々
の
施
設
が
持
つ
魅
力
や

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
、
施
設
管
理
者
と

と
も
に
今
後
も
発
信
し
て
い
く
。

生い
の
ち命
の
安
全
教
育
と

包
括
的
性
教
育
に
つ
い
て
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

問
政
府
に
対
し
、
食
料
自
給
率
向
上

を
国
政
の
柱
に
す
え
、
輸
入
自
由

化
と
市
場
任
せ
の
農
政
を
転
換
し
、
価

格
・
所
得
補
償
の
抜
本
的
充
実
、
人
と

環
境
に
や
さ
し
い
農
政
の
実
現
を
国
に

強
く
求
め
る
。

　
市
と
し
て
も
家
族
農
業
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
担
い
手
農
家
の
営
農
が
成
り
立

つ
よ
う
独
自
の
努
力
を
続
け
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
認
定
農
業
者
や
農
業
法
人
の
組
織

強
化
、
小
規
模
農
家
で
あ
っ
て
も
、

産
直
市
へ
の
出
荷
に
取
り
組
む
な
ど
、
意
欲

あ
る
農
業
者
に
対
し
て
、
機
械
・
施
設
の
整

備
に
対
す
る
支
援
や
営
農
指
導
な
ど
を
掲

げ
て
お
り
、
国
・
県
の
補
助
事
業
の
活
用
に

加
え
市
独
自
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

第
２
期
庄
原
市
農
業
振
興
計
画
は
来
年

度
終
期
を
迎
え
る
た
め
、
次
期
計
画
策
定

は
、
今
年
度
改
正
予
定
の
国
の
計
画
を
踏

ま
え
、
本
市
の
農
業
経
営
の
実
態
に
即
す

る
よ
う
進
め
て
い
く
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
等
に
つ
い
て

問
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い

環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
教

員
の
働
き
方
改
革
と
も
連
動
し
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

　
❶
庄
原
市
立
中
学
校
部
活
動
検
討
会

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
❷
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
諸
課
題
へ
の
対

応
方
針
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

答
❶
昨
年
度
は
３
回
、
今
年
度
は
６

月
に
検
討
会
を
開
催
し
、
部
活
動

の
意
義
や
種
類
、
生
徒
数
の
減
少
や
教
員

の
働
き
方
改
革
、
指
導
者
確
保
や
活
動
場

所
、
輸
送
対
応
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
文
化

協
会
と
の
連
携
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

や
視
点
か
ら
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

❷
部
活
動
指
導
教
員
は
、
週
２
日
の
部

活
動
休
養
日
や
、
活
動
時
間
は
平
日
２
時

間
程
度
、
週
休
日
は
３
時
間
程
度
と
し
て

取
り
組
み
、
指
導
者
確
保
は
教
員
も
含
め
、

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
を
研
究

し
て
い
る
。
施
設
利
用
は
、
関
係
者
の
意
向

を
踏
ま
え
、
拠
点
と
な
る
施
設
を
選
定
す
る

こ
と
を
協
議
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
か
ら

試
行
対
応
を
含
め
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
制
施
行
20
周
年
に
つ
い
て

学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

谷
たにぐち

口　隆
たかあき

明 議員

問
❶
相
談
支
援
の
状
況
と
、
市
民
へ

の
心
の
ケ
ア
に
対
す
る
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

　
❷
市
民
が
こ
こ
ろ
の
健
康
を
保
つ
た

め
に
利
用
で
き
る
相
談
環
境
は
十
分
に

提
供
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
❸
自
殺
予
防
対
策
と
し
て
、
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
や
相
談
支
援
の
重
要
性
を
ど
の
よ

う
に
市
民
に
伝
え
、
啓
発
し
て
い
る
の
か
。

答
❶
個
別
支
援
の
強
化
を
推
進
し
て
、
保

健
師
を
中
心
に
、
心
身
の
健
康
に
関

す
る
相
談
支
援
に
幅
広
く
対
応
し
て
お
り
、

医
療
機
関
等
と
の
連
携
、
広
報
紙
や
パ
ネ
ル

展
示
、
心
の
健
康
講
座
や
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

養
成
講
座
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

❷
市
や
関
係
機
関
の
相
談
窓
口
一
覧
を
、

本
庁
・
支
所
関
係
窓
口
に
置
く
ほ
か
、
本

年
６
月
に
は
、
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談
窓
口

「
こ
こ
サ
ポ
」を
開
設
す
る
な
ど
、
市
役
所
以

外
の
相
談
窓
口
の
設
置
に
も
努
め
て
い
る
。

　

❸
各
週
間
、
月
間
に
あ
わ
せ
て
、
心
の

健
康
講
座
の
実
施
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
や
田
園
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
パ
ネ
ル

庄
原
市
健
康
づ
く
り
推
進
計
画
に
つ
い
て

展
示
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
の

周
知
を
集
中
的
に
行
う
な
ど
、
効
果
的
な

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

坪
つぼ

田
た

　朋
ともひと 

人 議員

答
❶
国
の
無
償
化
が
始
ま
る
以
前
か

ら
、
所
得
制
限
・
同
時
入
所
要
件

な
し
に
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
償

と
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
国
の
無
償
化

対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
３
歳
以
上
児
に
か

か
る
副
食
費
も
無
償
化
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
世
帯
を
支
援
し
て
き
た
。

　

今
後
取
り
組
む
子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
策
定
中
の
第
３
期
庄
原
市
み

ら
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　
❷
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
」
は
、本
市
は
、

有
機
農
産
物
の
生
産
者
が
少
な
く
生
産
量

も
多
く
な
い
た
め
、
現
状
で
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
多
額
の
経

費
負
担
を
と
も
な
う
た
め
、
国
で
一
律
に

検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
民
に
優
し
い
市
政
運
営
を

問
❶
県
内
で
進
む
、
３
歳
未
満
児
の

第
２
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化

な
ど
、
本
市
で
も
実
施
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
❷
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
を
視
野
に
、
学

校
給
食
の
地
産
地
消
、
食
育
教
育
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
義
務
教
育
は
無
償
と

の
立
場
か
ら
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

踏
み
切
る
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
を
伺
う
。

子
育
て
支
援
の
さ
ら
な
る
充
実
を
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吉
きっかわ

川　遂
みち

也
や

 議員

松
まつもと

本みのり 議員

答
❶
国
の
無
償
化
が
始
ま
る
以
前
か

ら
、
所
得
制
限
・
同
時
入
所
要
件

な
し
に
第
２
子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
償

と
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
国
の
無
償
化

対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
３
歳
以
上
児
に
か

か
る
副
食
費
も
無
償
化
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
世
帯
を
支
援
し
て
き
た
。

　

今
後
取
り
組
む
子
育
て
支
援
策
に
つ
い

て
は
、
現
在
策
定
中
の
第
３
期
庄
原
市
み

ら
い
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
中
で
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
総
合
的
に
判
断
す
る
。

　
❷
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
」
は
、本
市
は
、

有
機
農
産
物
の
生
産
者
が
少
な
く
生
産
量

も
多
く
な
い
た
め
、
現
状
で
は
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
多
額
の
経

費
負
担
を
と
も
な
う
た
め
、
国
で
一
律
に

検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
市
民
に
優
し
い
市
政
運
営
を

問
❶
新
規
就
農
で
移
住
を
希
望
さ
れ

る
方
に
と
っ
て
は
、
ま
ず
、
住
宅

と
農
地
取
得
の
難
し
さ
が
大
き
な
壁
と
な

る
。
市
が
農
地
付
き
の
空
き
家
を
買
い
取

り
、
改
装
し
た
上
で
新
規
就
農
者
向
け
に

廉
価
で
貸
し
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
移

住
希
望
者
が
移
住
を
決
断
す
る
大
き
な
動

機
に
な
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
❷
農
業
だ
け
で
は
通
年
の
仕
事
が
な
く
、

安
定
雇
用
や
安
定
収
入
が
難
し
い
場
合
も

あ
る
。
一
方
、
農
業
経
営
者
側
も
人
手
不

足
は
顕
著
で
、
通
年
雇
用
は
難
し
い
が
農

繁
期
の
雇
用
は
し
た
い
要
望
は
あ
る
。

　
そ
こ
で
「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同

組
合
」
制
度
を
活
用
し
、
課
題
解
決
を
す

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

答
❶
農
地
法
で
、「
地
方
公
共
団
体
が

農
地
を
取
得
す
る
場
合
は
、
公
用

又
は
公
共
用
に
供
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。」
と
さ
れ
て
お
り
、
市
が
農
地
を
取
得

松
まつもと

本みのり 議員

し
斡
旋
す
る
こ
と
は
、困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

な
お
、
空
き
家
の
活
用
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
に
よ
る
移
住
希
望
者
と
空
き
家
所
有

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
の
ほ
か
、
中
古
住

宅
の
取
得
や
改
修
を
支
援
す
る
制
度
を
設

け
、
移
住
・
定
住
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
窓

口
で
移
住
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
も
必
要
と
な
る
住
宅
や
農
地
の
確

保
な
ど
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検

討
す
る
。

　

❷
本
市
は
こ
れ
ま
で
農
業
者
、
自
治
振

興
区
、
福
祉
事
業
関
係
な
ど
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
対
応
に
努
め
て
き
た
が
、
４
者

以
上
の
事
業
者
が
組
合
設
立
の
必
須
条
件

と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
複
数
事
業
者
の

雇
用
調
整
を
担
う
事
務
局
機
能
の
確
保
が

困
難
な
た
め
、
現
時
点
で
は
特
定
地
域
づ

く
り
事
業
協
同
組
合
の
設
立
・
認
定
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

引
き
続
き
制
度
の
周
知
、
地
域
や
事
業

者
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
中
で
、
特
定
地
域

づ
く
り
事
業
協
同
組
合
制
度
の
活
用
等
を

は
じ
め
、
地
域
の
担
い
手
確
保
の
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
国
民
の
命
の
危
機
だ
と
言
え
ば
、

閣
議
決
定
の
み
で
自
治
体
に
指
示

し
制
約
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

国
と
地
方
自
治
体
と
の
対
等
な
協
力
関
係

を
損
な
い
、
地
方
自
治
体
の
あ
り
方
を
壊

し
か
ね
な
い
と
の
懸
念
も
あ
る
今
回
の
法

改
正
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
意
思
表
示

と
対
応
を
し
て
い
く
の
か
。

答
今
回
の
法
改
正
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
直
面
し
た
課
題
を

教
訓
に
、
地
方
制
度
調
査
会
で
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
答
申
を
踏
ま
え
た
対
応
で
あ
り
、

国
の
責
任
を
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
と

受
け
止
め
て
い
る
。

　

同
法
案
は
、
６
月
18
日
に
成
立
し
た
が
、

現
時
点
で
、
国
か
ら
具
体
的
な
運
用
等
は

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
市
は
、
地
方

自
治
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
地
方
の
意
見

が
し
っ
か
り
と
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
市
長

会
等
を
通
じ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

地
方
自
治
法
改
正
に
つ
い
て

答
市
内
繁
殖
農
家
は
、
令
和
６
年
４

月
現
在
１
３
１
戸
と
な
り
前
年
比

で
22
戸
減
少
し
て
お
り
、
近
年
の
飼
料
価

格
高
騰
や
子
牛
価
格
下
落
の
影
響
に
よ
り
、

高
齢
の
繁
殖
農
家
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

酪
農
家
は
前
年
同
数
の
24
戸
を
維
持
し
て

い
る
。

　

繁
殖
農
家
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、

比
婆
牛
素
牛
の
出
荷
頭
数
は
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
比
婆
牛
ブ

ラ
ン
ド
化
推
進
に
加
え
、
初
期
投
資
や
施

設
整
備
等
に
対
す
る
支
援
に
よ
る
規
模
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法
に
つ
い
て

問
「
比
婆
牛
」を
広
く
消
費
者
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
関
し
て
は
、

大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
て
き
た
一
方
、
牛

を
育
て
る
農
家
は
高
齢
化
や
飼
料
等
の
生

産
コ
ス
ト
の
上
昇
で
、
経
営
環
境
は
厳
し

い
。

　
今
の
状
況
が
続
け
ば
、
担
い
手
が
減
り
、

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
存
続
は
難
し
く
な
る
と

思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
化
の

そ
の
先
に
つ
い
て

移
住
、
定
住
に
関
す
る
具
体
的
な

支
援
策
及
び
起
業
に
関
す
る
支
援

に
つ
い
て
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一般質問
ここが聞きたい！

一般質問
の動画は 

▲

こちらから

問
❶
農
業
委
員
会
は
、
食
料・農
業・

農
村
基
本
法
改
正
と
い
う
転
換
期

に
あ
っ
て
、
市
内
農
家
の
農
業
生
産
力
の

向
上
と
農
業
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
農

家
の
地
位
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
、
ど
の

よ
う
な
議
論
を
実
施
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
❷
農
業
の
担
い
手
確
保
、
農
家
の
育

成
と
い
う
分
野
で
、
農
業
委
員
会
が
市

長
に
提
案
し
て
い
る
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
伺
う
。

答
❶
農
地
法
に
基
づ
く
許
認
可
、
担
い

手
へ
の
農
地
利
用
集
積
推
進
に
か

か
る
中
間
管
理
機
構
へ
の
諸
手
続
き
の
指

導
、
新
規
就
農
者
な
ど
の
相
談
や
、
就
農

さ
れ
た
地
域
で
の
農
業
者
同
士
の
つ
な
が

り
の
橋
渡
し
的
役
割
等
、
行
政
や
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
法
第
38
条
で
定
め
ら
れ
た
業

務
を
進
め
る
中
で
、
担
い
手
を
中
心
と
し

た
優
良
農
地
の
集
積
、
こ
の
た
め
の
農
地

の
利
用
意
向
調
査
等
や
、
地
域
ご
と
の
課

農
業
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て

題
解
決
に
向
け
た
議
論
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
て
、
市
に
対
し
意
見
し
て
い
る
。

　

❷
新
規
就
農
者
の
年
齢
要
件
の
緩
和
や
、

「
地
域
計
画
」
に
位
置
付
け
た
中
心
経
営

体
に
対
し
て
、
農
業
機
械
や
農
業
施
設
を

整
備
す
る
際
の
具
体
的
な
費
用
負
担
軽
減

策
な
ど
を
提
案
し
た
。

　

そ
の
他
、
農
業
用
資
材
の
高
騰
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
す
る
支
援

策
に
つ
い
て
国
・
県
へ
の
要
望
や
、
市
の

独
自
対
策
を
要
望
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す

　
る
基
本
的
な
構
想
に
つ
い
て

福
ふくやま

山　権
けん

二
じ

 議員

表 

彰
開
催
日　

５
月
22
日

■ 

議
員
特
別
表
彰

　 

議
員
30
年
以
上宇江

田　

豊　

彦

　 

議
員
25
年
以
上谷　

口　

隆　

明

　 

議
員
20
年
以
上赤　

木　

忠　

德

■ 

議
員
一
般
表
彰

　 

議
員
15
年
以
上

　

坂　

本　

義　

明

　
　
　
　
　

徳　

永　

泰　

臣　

　
　
　

��　
　

近　

藤　

久　

子　

　 

議
員
10
年
以
上五　

島　
　
　

誠

■ 
感
謝
状

　 
評
議
員

林　
　
　

高　

正

開
催
日　

４
月
23
日

■ 

議
員
特
別
表
彰

　 

議
員
32
年
以
上谷　

口　

隆　

明

■ 

普
通
表
彰

　 

正
副
議
長
３
年
以
上

林　
　
　

高　

正　
　
　
　
　

本
市
議
会
議
員
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

第
１
０
０
回
全
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
け
る
表
彰

第
１
５
４
回
中
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
け
る
表
彰
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調

た
だ
い
ま

査
中
！

査
中
！  

委
員
会
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

■
岡
山
県
高
梁
市
議
会
の
取
組
み
に
つ

　
い
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
い
た

だ
け
る
市
議
会
だ
よ
り
と
は
？

　

庄
原
市
議
会
で
は
、
原
則
、
定
例
会

を
実
施
し
た
２
か
月
後
と
な
る
５
月
、

８
月
、
11
月
、
２
月
の
年
４
回
市
議
会

だ
よ
り
を
作
成
し
、
市
の
行
政
文
書
と

と
も
に
各
戸
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
読
ん
だ
こ
と
が

な
い
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、令
和
６
年
６
月
19
日（
水
）

紙
面
の
編
集
等
に
評
価
の
高
い
岡
山
県

高
梁
市
議
会
に
伺
い
、
市
議
会
だ
よ
り

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

庄
原
市
と
の
最
も
大
き
な
違
い
は
、

記
事
の
作
成
か
ら
編
集
作
業
ま
で
全
て

議
員
が
行
っ
て
い
る
点
で
し
た
。
読
ん

で
も
ら
え
な
い
市
議
会
だ
よ
り
で
は
意

味
が
な
い
と
、
表
紙
に
「
子
ど
も
」
を

テ
ー
マ
に
設
定
し
、
市
内
の
学
校
等
に

関
連
し
た
写
真
を
掲
載
し
た
り
、
裏
表

紙
で
は
、「
新
高
梁
人
名
録
」
と
題
し
、

高
梁
市
の
偉
人
紹
介
を
す
る
な
ど
、
議

員
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
ご
対
応
い
た
だ
い
た
議

会
広
報
公
聴
特
別
委
員
会
の
森
委
員
長

か
ら
、「
議
員
自
ら
が
取
り
組
ん
だ
も

の
で
あ
る
か
ら
、
自
信
を
も
っ
て
様
々

な
場
面
で
市
民
の
方
に
対
し
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
薦
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
お
話
い
た
だ
い
た
こ
と
が
印
象

に
残
り
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
早
速
し
ょ
う
ば
ら
市
議
会

だ
よ
り
第
80
号
に
掲
載
の
地
域
生
活
交

通
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
設
置
・
教

育
条
件
整
備
・
議
員
定
数
、
報
酬
に
関

す
る
記
事
を
議
員
主
体
で
作
成
す
る
こ

と
と
し
、
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
後
も

よ
り
良
い
紙
面
の
作
成
に
向
け
検
討
し

て
い
き
ま
す
の
で
是
非
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

令和６年度 庄原市議会議員研修会開催！
「常任委員会における

議員間討論の活性化」
講師　早稲田大学マニフェスト研究所
　　　事務局長 中

なかむら

村　健
けん

 さん
　庄原市議会では、各議員の議員活動の参考
とするため毎年度独自で研修会を実施してい
ます。令和６年度は、「常任委員会における
議員間討論の活性化」をテーマとし、７月19
日（金）に実施しました。講師には、早稲田
大学マニフェスト研究所事務局長として、自治体の行政・議会双方の活動を支援されている
中村　健 氏をお招きしました。
　研修会では、平成11年に全国最年少となる27歳で徳島県川島町長に当選され、２期務めら
れた後、早稲田大学大学院に入学し、地方自治についての御研究をされた、これまでのご経
験に基づくお話をお伺いし、多様な視点から意見を出し合うことの重要性を再認識すること
ができました。各常任委員会の取り組みは、市議会だよりへの掲載やYouTube 配信等で皆
さんにお届けしますので、是非ご覧ください。

岡山県高梁市議会から説明を受ける様子
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会派・議員
所属
議員
数

交付額
政務活動費項目別集計 会　派

議　員
負担分

会派議員
負担分差
引合計額

残余金
返納額研究

研修費
調査
旅費

資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費 合計

市民の会 2 720,000 89,356
（1件） 0 0 0 0 0 89,356

（1件） 0 89,356 630,644

結 3 1,080,000 235,249
（2件） 0 0 0 0 0 235,249

（2件） 0 235,249 844,751

日本共産党 2 720,000 76,962
（1件） 0 0 4,800

（4件） 0 0 81,762
（5件） 0 81,762 638,238

地域政党きずな
庄原議員団 4 1,440,000 736,684

（3件）
159,390

（1件） 0 0 555,978
（1件） 0 1,452,052

（5件）12,052 1,440,000 0

里山みらい会議 2 720,000 277,362
（2件）

14,943
（1件） 0 0 249,624

（1件） 0 541,929
（4件） 0 541,929 178,071

赤木忠德 1 360,000 200,713
（2件） 0 0 0 0 200,713

（2件） 0 200,713 159,287

横路政之 1 360,000 0 0 0 0 0 0
（件） 0 0 360,000

桂藤和夫 1 360,000 99,415
（2件）

80,090
（1件） 0 0 0 179,505

（3件） 0 179,505 180,495

藤原洋二 1 360,000 85,017
（2件）

80,090
（1件） 0 0 0 165,107

（3件） 0 165,107 194,893

吉川遂也 1 360,000 75,586
（2件） 0 0 0 0 75,586

（2件） 0 75,586 284,414

松本みのり 1 360,000 146,154
（4件） 0 0 3,100

（2件） 0 149,254
（6件） 0 149,254 210,746

前田智永 1 360,000 158,579
（2件）

5,587
（1件） 0 0 0 164,166

（3件） 0 164,166 195,834

合計 20 7,200,000 2,181,077
（23件）

340,100
（5件）

0
（件）

7,900
（6件）

805,602
（2件）

0
（件）

3,334,679
（36件）12,052 3,322,627

（執行率46.1％）3,877,373

研究研修費 研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開催する研究会・
研修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、
会費、交通費、宿泊費等

調 査 旅 費 調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要する経費 交通費、宿泊費等

資料作成費 調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、
委託料等

資料購入費 調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
書籍代（電子書籍含む）、
法規類の追録代、DVD等購入費、
有料データベース利用料等

広　報　費 調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、ＰＲ
するために要する経費 ※ 印刷製本費、郵送料、会場費等

広　聴　費 市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要望・意見を聴く
ための会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

飲食に関するものや按分を伴う経費は対象としていません。
※広報費は、会派に所属しない議員については認めていません。

令和５年度政務活動費収支報告について

交付額

支出項目の説明

会派の場合　　　　　  月３万円×所属議員数
会派に所属しない議員　月３万円

令和５年度 庄原市議会政務活動費収支報告総括表
（令和５年４月～令和６年３月）
  （単位：円）

　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、会派又は会派に所属しない議員に、半期
ごとに交付されます。各会派等は、収支報告書に領収書を添付し議長に提出しています。毎年、議長による
内部監査を行い、透明性の確保に努めています。
　提出された収支報告書や領収書等は、所定の手続きにより、議会事務局で閲覧することができます。収支
報告書及び項目別集計表、各視察・研修の報告書は、市議会ホームページで公開しています。

研修等報告書は
こちらから ➡
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庄原市議会議員定数及び議員報酬調査特別委員会

特

別

委

員

会

調

査

経

過

市民アンケートのご意見・庄原市議会基本条例の活動原則から、議員定数に影響があるといわれる４項目を設定

1 人口及び人口密度 　  2 面　積 　  3 市の財政状況 　  4 常任委員会構成

４つの視点で調査・議論➡

・類似自治体との比較検討
・近隣自治体との比較検討　等➡

３案に絞り込み
定数20名・定数19名・定数18名➡
21名の参考人から意見聴取➡
特別委員会 7名で採択

20名案に賛成3票
19名案に賛成3票➡

委員長裁決により19名案に➡

本会議にて条例改正案発議➡

本会議採決

市民
アンケート  ⇒  特別委員会調査・議論  ⇒  参　考　人意 見 聴 取  ⇒  特別委員会採　　　択  ⇒  条 例 改 正発　　　議  ⇒ 

議員
報酬

本 会 議
採　決

令和７年
庄原市議会議員一般選挙より 議員定数19人に改正

委員の主な意見

「人口は減っても市の課題は増えている」
「広大な面積を有する庄原市で議員を減らすと市民の声が届き
にくくなる」

「他自治体と比較すると、16～18名が適当である」
「10年で人口が7000人減少しているので比例して議員定数の削
減も仕方ない」

「議会の機能を考えたとき、現在の 3常任委員会は維持すべき」
「類似自治体においても定数の算出根拠はない」
「参考人の方、市民の方の意見は軽視できない」

参考人の主な意見
【20人とした方の意見】
　「地域の課題を議会へ持っていける人数は多い方が良い」
　「定数を減らすと議会の衰退につながるのでは」
【19人とした方の意見】
　「常任委員会の適正な運営を注視すべき」
　「人口は減少しているが、面積が広いので１名減が適当」
【18人とした方の意見】
　「他市町との人口等と比較し、18名が適当」
　「議員の人数が減った方が住民対話が充実」

※令和6年度第3回庄原市議会定例会で、賛成10人、反対9人で条例変更案可決

地方自治法第203条に基づき下記の3つの視点について調査

1 類似団体との比較 　 2 消費者物価指数推移 　 3 全国市・町村議長会等の参考資料

調査・議論の結果「原価方式」で議員報酬を3案算出
算出例3案プラス現行維持について参考人から意見聴取

21名の参考人の意見 おおむね、報酬額は増額が望ましい⇒
委員会では報酬額を定めず調査資料を示し、庄原市特別職報酬等審議会の設置を議長から市長に要請

庄原市議会議員定数及び
議員報酬調査特別委員会の中間報告書は
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。  ➡ 【記事作成　政野　太 議員】

議員
定数

特集１ どうなる！？ 議員定数 



しょうばら市議会だより 2024 . 8 16

議会議会のの動き動き
５ 月

2日 議会広報委員会
8日 議会運営委員会
10日 教育民生常任委員会
13日 総務常任委員会
17日 総務常任委員会
21日 議会広報委員会
23日 企画建設常任委員会

議員定数及び議員報酬調査特別委員会
24日 教育民生常任委員会

教育民生調査会
28日 議会運営委員会

議員全員協議会
総務常任委員会
教育民生調査会

６ 月
3日 議会運営委員会
10日 議会運営委員会

10日 第３回市議会定例会� 初日
地域生活交通に係る調査特別委員会

11日 企画建設常任委員会
教育民生常任委員会
総務常任委員会

12日 予算決算常任委員会
19日 議会広報委員会（行政視察）
21日 企画建設常任委員会
24日 第３回市議会定例会� ２日目

教育民生常任委員会
25日 第３回市議会定例会� ３日目

教育民生常任委員会
26日 第３回市議会定例会� ４日目

地域生活交通に係る調査特別委員会
総務常任委員会

28日 議会運営委員会
第３回市議会定例会� 最終日
議員全員協議会
議会広報委員会

７ 月
4日 地域生活交通に係る調査特別委員会

教育民生常任委員会
8日 総務常任委員会
10日 議会広報委員会
11日 議会運営委員会
16日 教育民生常任委員会（管内視察）
19日 議員全員協議会

庄原市議会議員研修会
教育民生常任委員会

26日 企画建設常任委員会
31日 議会運営委員会

５・６・７月
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日にち 主な会議名
9月 2日（月） 本会議
9月19日（木） 本会議【一般質問】
9月20日（金） 本会議【一般質問】
9月24日（火） 本会議【一般質問】
9月26日（木） 本会議
9月27日（金） 本会議

９月定例会の 主な日程（予定）

庄原市議会　中継

※予定のため変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL0824－73－1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前 10時から開会の予定です。
　�

本会議浜中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

　

庄
原
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
か
ら
市
議
会
の
活
動
に
対
し
、

関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

昨
年
度
か
ら
議
長
諮
問
事
項
で
あ

る
広
報
広
聴
に
つ
い
て
調
査
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
委
員
会
で
は
、
本
年

６
月
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
手
に

取
っ
て
い
た
だ
け
る
た
め
の
工
夫
を

凝
ら
し
た
紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
岡
山
県
高
梁
市
議
会

を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
視
察
で
お
伺
い
し
た

内
容
等
を
参
考
に
す
る
中
で
、
次

の
３
件
を
特
集
記
事
と
し
て
重
点

的
に
取
り
上
げ
た
紙
面
づ
く
り
に

致
し
ま
し
た
。

①
使
い
勝
手
の
良
い
公
共
交
通
に

つ
い
て
（
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
の
利
用
等
）

②
学
校
施
設
の
充
実
（
児
童
数
の

増
加
し
た
永
末
小
学
校
問
題
）

③
議
会
の
議
員
定
数
と
報
酬
に
つ

い
て
の
問
題

　

各
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
も
重

要
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
他
の
記

事
や
紙
面
づ
く
り
に
つ
い
て
、
今

後
さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
、
市
民
の

皆
さ
ま
が
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み

よ
う
と
思
え
る
市
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

（
坂
本　

義
明
）

　
　

議
会
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報
委
員
会

委 

員 

長　

坂
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義
明

副
委
員
長　

桂
藤　

和
夫

委　
　

員　

赤
木　

忠
德

　
　
　
　
　

林　
　

高
正

　
　
　
　
　

五
島　
　

誠

　
　
　
　
　

吉
川　

遂
也

《表紙写真の説明》

今回の表紙写真は、永末小学校
の５年生が授業を受けている様
子です。

編
集
後
記

●視察受入状況
【７月11日】
広島県竹原市議会
（庄原市ひきこもり支援ステーション「ここサポ」）
【７月24日】
福島県南相馬市議会
（公契約条例の制定経過と効果)


